
『
親
驚
伝
絵
』

の
熊
野
不
浄
参
詣

を
め
ぐ

る
諸

問
題

小

島

恵

昭

真
宗

の
神
祇
観
の
変
遷
の
上
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
覚
如

・
存
覚

父
子
が
本
地
垂
述
思
想
に
基
づ
く
神
祇
観

に
依
拠
し
、
権
社
の
名
神
大

社
崇
敬
を
説
く
こ
と
で
あ
る
。
存
覚
の

『
諸
神
本
懐
集
』
は
当
時
流
布

の
一
本
を
添
削
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
は
す
べ
て
の

仏
菩
薩

は
阿
弥
陀
仏
の
分
身

で
あ
り
、
諸
神
は
そ
の
垂
迩
で
あ
る
と
い

う
も

の
で
あ
る
。
し
か
も
権
社
の
諸
神
に

一
々
本
地
仏
を
配
当
す
る
こ

と
は
、
中
世
前
期
に
お
け
る
本
地
垂
述
思
想
の
発
展
を
示
し
、
本
述
関

係
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
弥
陀

一
仏

へ
の
絶
対
帰
依
を
説
く
専
修
念

仏
宗
に
と

つ
て
、
本
地
垂
述
思
想
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会

状
況
が
あ

つ
た
と
い
え
よ
う
。

覚
如

は

『親
鷲
伝
絵
』
下
巻
第
五
段
の
い
わ
ゆ
る
熊
野

霊

告

の
段

で
、
専
修
念
仏
者

の
熊
野
参
詣

の
是
非
に
つ
い
て
述
べ
る
。
熊
野
証
誠

殿

の
本
地
は
阿
弥
陀
仏
で
、
結
縁

の
群
類
を
願
海
に
引
入
す
る
こ
と
を

本
意
と
し
て
垂
述
さ
れ
た
。
し
た
が

つ
て
専
修
念
仏
者
が
、
「
公

務

に

も
し
た
か
ひ
、
領
主
に
も
駈
仕
て
」
参
詣
す
る
こ
と
は
、
自
力
心
に
よ

ら
な
い
か
ら
参
詣
し
て
も
か
ま
わ
な
い
。
し
か
し
参
詣
に
当

つ
て
は
、

「
内
壊
虚
仮

の
身
た
り
な
か
ら
、
あ
な
か
ち

に
賢
善
精
進

の
威
儀
を
標

す
」
べ
き
で
な
い
。
よ
つ
て

「
道
の
作
法
別
整
儀
な
し
、
た
瓦
常
没

の

凡
情
に
し
た
か
へ
て
、
更
に
不
浄
を
も
刷
事
」
な
く
証
誠
殿
に
参
詣
し

た
と
こ
ろ
、
「汝
何
ぞ
我
を
忽
緒
し
て
汚
機
不
浄
に
し
て
参
詣
す
る
や
」

と
夢
告
が
あ

つ
た
が
、
親
鷺
の
教
え
に
従
う
念
仏
者
と
い
う
こ
と
で
こ

と
な
き
を
得
て
夢
が
さ
め
た
。

(1
)

こ
の
説
話
で
は
、
本
地
垂
迩
思
想
に
基
づ

い
て
本
地
が
阿
弥
陀
仏

で

(2
)

あ
る
が
ゆ
え
に
熊
野
参
詣
を
認
め
る
が
、
世
俗
社
会
の
支
配
者

の
命
令

に
よ
る
参
詣

の
場
合
に
認
め
る
の
で
あ

つ
て
、
し
か
も
参
詣
作
法

に
よ

ら
な
い
汚
稜
不
浄

の
身

の
ま
ま

の
参
詣
を
勧

め
る
。
し
た
が

つ
て
弥
陀

垂
遊
説
を
述
べ
る
ば
か
り
で
な
く
、
世
俗
社
会
の
支
配
者
と
専
修
念
仏

(3
)

者
と
の
関
係
、
不
浄
禁
忌
の
不
問
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る

の

で

あ

る
。
小
論
で
は
、
後
者

の
不
浄
禁
忌
を
め
ぐ

る
諸
問
題
を
先
学
の
研
究

に
導
か
れ
論
じ
て
み
た
い
。

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第
二
號

平
成
元
年
三
月
 

二
一
一
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『親
鶯
伝
絵
』
の
熊
野
不
浄
参
詣
を
め
ぐ
る
諸
問
題

(小

島
)
 

二
一
二

二

存
覚

の

『
破
邪
顕
正
抄
』
は
、
「
仏
法

ノ
ナ
カ

ニ
ハ
生
死
煩
悩

ヲ

モ

テ
械

ト
シ
、
功
徳
善
根

ヲ
モ
テ
浄
ト
ス
」
、
ま
た

「
世
間

ノ
儀

ニ

ハ
死

生
等
禁
忌
ヲ
モ
テ
繊

ト
シ
、

コ
レ
ヲ
サ
ル
ヲ
モ
テ
浄
ト
ス
」
と
、
仏
教

的
浄
不
浄
と
神
社
参
詣
を
も
含
む
世
俗
生
活
上
の
浄
不
浄

に
区

分

す

る
。
「
繊
」
の
反
対
観
念
を

「
浄
」
と

記

す

か

ら
、
『
親
鷲
伝
絵
』
の

「汚
稼
」
「
不
浄
」
は
同
義
語
と
理
解
し
て
よ
い
。
本
来
的
に
は
仏

教

的
浄
不
浄
と
神
道
的
浄
不
浄
と
は
区
分
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

歴
史
的
事
象
と
し
て
は
た
が
い
に
混
活
し
て
い
る
状
態
が
あ
る
。
平
安

時
代
以
来
の
日
記
や
文
学
作
品
に
は
、
仏
事
神
事
に
際
し
て

「
精
進
潔

斎
」
の
語
が
散
見
さ
れ
る
。
熊
野
詣
を
は
じ
め
と
す
る
物
詣
に
お
け
る

精
進
潔
斎
ば
か
り
で
な
く
、
平
安
浄
土
教
的
念
仏
行
儀
に
お
い
て
も
精

進
潔
斎
が
伴

つ
て
い
る
。
九
条
兼
実
の
毎
年
恒
例

の
七
日
念
仏
に
、
前

日
の
こ
と
と
し
て
洗
髪

・
授
戒
、
後
日
の
魚
類
不
服
を
行

つ
た
こ
と
が

そ
の
事
例
で
、
僧
俗
と
も
平
常
は
も
ち
ろ
ん
臨
終
時
に
も
身
を
清
め
て

浄
土
往
生
を
願
う
。

し
か
し
法
然
は
、
『
浄
土
宗
略
抄
』
に

「
念
仏
を
信
し
て
往
生

を

ね

か
ふ
人
、
こ
と
さ
ら
に
悪
魔
を
は
ら
は
ん
た
め
に
、
よ
う
つ
の
ほ
と
け

か
み
に
い
の
り
を
も
し
、

つ
玉
し
み
を
も
す
る
事
は
、
な
し
か
は
あ
る

へ
き
」
、
『
百
四
十
五
箇
条
問
答
』

に

「
仏
教
に
は
、
い
み
と
い
ふ
事
候

は
す
」
と
述
べ
て
、
精
進
潔
斎
を
否
定
す
る
。
貞
応
三
年

(
一
一三

四
)

五
月
十
七
日
の
山
門
奏
状
で
は
、
専
修
念
仏
者

の
行
儀
が

「
肉
味
を
食

し
て
以
て
瑞
籠
に
交
わ
り
、
繊
気
に
触
れ
て
以
て
垂
述

の
社

壇

に
行

く
」
有
様
で
あ

つ
た
こ
と
を
述
べ
、
専
修
念
仏
停
止
の
口
実
と
し
た
。

触
械
を
揮
ら
な
い
専
修
念
仏
者
の
動
向
は
中
世
共
同
体
に
お
い
て
問
題

で
あ

つ
た
。
『
破
邪
顕
正
抄
』
で
は
、
「
一
向
専
修

ノ
行
者

ニ
ヲ
キ
テ

ハ

サ
ラ
ニ
世
俗
ヲ

ハ
ナ
レ
ス
公
役
ヲ
ツ
ト
メ
ナ
カ
ラ
、
シ
カ
モ
内
心

二
仏

道
ヲ
ネ
カ
フ
ユ
ヘ
ニ
、
ア
ル
ヒ
バ
神
職
…ニ
ツ
カ
フ
ル
ヤ
カ
ラ
モ
ア
リ
、

ア
ル
ヒ
バ
奉
公
ヲ
ツ
ト
ム
ル
タ
ク
ヒ
」
も
あ

る
か

ら
、
「
タ
ト
ヒ
仏
法

ノ
ナ
カ

ニ
死
生

・
浄
械
等
ノ
差
別
ナ
キ
コ
ト
ヲ
シ
ル
ト
イ
フ
ト
モ
、
イ

カ
テ
カ
世
間
ノ
風
俗
ヲ
ワ
ス
レ
テ
、
ミ
タ
リ
カ
ハ
シ
ク
触
稼

ヲ
ハ
・
カ

ラ
サ
ラ
ン
ヤ
」
と
、
世
俗
の
場
で
の
不
浄
不
問
を
否
定

す

る
。
『親
驚

伝
絵
』
の
不
浄
参
詣

の
勧
め
と
は
相
違
す
る
意
見
で
、
存
覚
は
専
修
念

仏
者
の
行
儀
に
よ
る
社
会
的
紛
争
を
避
け
、

中
世
共
同
体
の
社
会
規
制

に
妥
(協
的
な
意
見
を
示
し
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。

し
か
る
に
、
中
世
神
祇
に
お
け
る
禁
忌
に
対
す
る
考
え
方

に
二
面
性

が
み
ら
れ
る
。
禁
忌
の
基
本
は

『神
祇
令
』

の
六
色
禁
忌
で
、
神
事
に

従
う
者
は
、
他
人
の
病
気
見
舞
、

ま
た
は
弔
問
に
赴
き
、
肉
食
し
、
刑

教
を
判
じ
て
罪
人
を
決
罰
し
、
音
楽
を
な
し
、
繊
悪
に
預
る
こ
と
を
厳

禁
し
た
。
『諸
社
禁
忌
』
は
鎌
倉
初
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ

る

も

の
で
あ
る
が
、
産
稼
、

死
繊
、
触
繊
、

服
假

・
五
躰
不
具

・
失
火

・
傷

胎

・
妊
者

・
月
水

・
鹿
食

・
蒜

・
葎

・
惹

・
六
畜
産

・
六
畜
死
を
禁
忌

の
対
象
と
す
る
。
『神
祇
令
』
や

『
延
喜
式
』

に
比
べ

る
と
、

鎌
倉
時

-724-



代
に
お
け
る
禁
忌
の
範
囲
の
拡
大
と
細
分
化
が
う
か
が
え
る
。
禁
忌
は

取
り
立

て
て
教
説
を
も
た
な
い
神
道
の
唯

三
の
教
説
で
あ

つ
た
。
中
世

神
(道
論

の
一
つ

『類
従
神
舐
本
源
』
で
は
、
神
道
に
お
い
て
は
「清
浄
」

状
態
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
「清
浄
」
に
到
る

に

は

「
六
色

の
禁
法
を
以
て
潔
斎

の
初
門
と
為
す
」
と
説
く
。

他
方
、
『
沙
石
集
』
巻
第

一
「
神
明
慈
悲
ヲ
貴
給
事
」
に
は
、
神

舐

が
汚
械

不
浄
を
あ
え
て
忌
ま
な
い
説
話
を
記
す
。
吉
野
金
峯
山
参
詣

の

途
次
、
死
者
を
訪

つ
た
者
が
参
詣
し
た
と
こ
ろ
、
巫
女
が
神
懸
り
し
て

「我

ハ
物
ヲ
バ
忌

マ
ヌ
ゾ
、
慈
悲
ヲ
コ
ソ
貴
ク
ス
レ
」
と
い
つ
た
話
。

承
久

の
乱
の
難
を
避
け
て
尾
張

の
百
姓
等
が
熱
田
社
の
社
頭
に
集
ま

つ

た
中
、

親
に
死
に
別
れ
た
者
や
産
繊

の
忌
の
明
け
ぬ
者
も
あ

つ
た
。
汚

繊
不
浄

の
者
が
神
域
に
入
る
有
様
に
対
し
、
神
は

「
我
天

ヨ
リ
此
国

二

下
ル
事

ハ
、
万
人
ヲ
育
タ
ス
ケ
ン
為
ナ
リ
、
折

ニ
コ
ソ
ヨ
レ
、
忌

マ
ジ

キ
ヅ
」
と
託
宣
し
た
話
な
ど
で
あ
る
。
『
諸
神
本
懐
集
』
に
も
、
「天
平

勝
宝
元
年
八
幡
宮
ノ
御
託
宣
」
と
し
て
、
「汗
稜
不
浄

ノ
身
オ
ハ
キ

ラ

ハ
ス
、
タ

・
詔
曲
不
実
ノ
コ
・
ロ
ヲ
イ
ム
」
「
タ
ト
ヒ
不
浄
ノ
ヒ

ト

ナ

リ
ト
モ
コ
・
ロ
ニ
慈
悲
ア
ラ
バ
、
カ
ミ
ハ
コ
レ
ヲ
マ
モ
リ

タ

マ
フ

ヘ

シ
」
の
文
言
を
記
す
。

こ
れ
ら
は
神
の
託
宣
に
い
う
よ
う
に
、
神
は
慈

悲

の
心
を
尊
び
、

こ
れ
あ
る
人
を
守
る
と
い
う
こ
と
が
主
題
と
な
る
も

の
で
あ

る
。
神

の
慈
悲
と
い
う
主
題
は
、
不
浄
禁
忌
不
問
と
い
う
神
を

も

つ
と
も
冒
漬
す
る
行
為
に
よ

つ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
、
伝
統
的
な
禁
忌
重
視
と
い
う
側
面

に
対
立
す
る
、
中
世
神
祇

の
禁
忌
不
問
と
い
う
新
し
い
展
開
の
側
面
が

み
ら
れ
る
。

三

熊
野
は
南
都
か
ら
陸
つ
づ
き
の
極
南
世
界
と
し
て
、
早
く
か
ら
密
教

行
者
が
進
出
し
仏
教
化
し
て
お
り
、
祖
霊
山
中
他
界

・
山
中
浄
土
の
信

仰
や
、
岩
窟
や
海
中
に
常
世

・
根
国
を
想
像
す
る
海
洋
信
仰
を
つ
み
重

ね
、
弥
陀
浄
土

・
補
陀
洛
浄
土
と
信
仰
さ
れ
、
本
地
垂
述
思
想
に
基
づ

い
て
三
山
の
本
地
仏
が
配
当
さ
れ
る
よ
う
に
な

つ
て
い
つ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
な
か
で
も
本
宮
証
誠
殿
の
本
地
を
阿
弥
陀
仏
と
す
る
観
念

は
著
し
か
つ
た
。
熊
野
信
仰

の
形
成
が
最
高
潮
に
達
し
た
の
は
、
浄
土

教
の
示
す
西
方
浄
土
欣
求

の
思
想
が
昂
ま

つ
た
と
き
に
応
ず
る
も
の
で

あ

つ
た
。
熊
野
は
西
方
浄
土
で
あ
り
、
こ
こ
に

三
た
び
参
詣
す
れ
ば
往

生
可
能
と
す
る
平
安
後
半
以
来

の
考
え
方
は
、
鎌
倉
末
期
の

『
渓
嵐
拾

葉
集
』
に
も

「
今
熊
野
権
現
日
域
浄
土
也
、

故

一
度
参
詣
輩
決
定
往
生

者
定
也
」
と
示
さ
れ
る
。
本
地
垂
述
思
想
に
基
づ
く
中
世
神
祇
、
と
く

に
弥
陀
垂
述
説
を
と
る
神
舐
は
、
単
に

「
現
世
を
祈
る
宗
教
」
で
は
な

く
、
「後
世
を
祈
る
宗
教
」
で
も
あ

つ
た
わ
け

で
あ
る
。
平
安
末

期

の

長
寛
年
間
に
成
立
し
た

『
長
寛
勘
文
』
に
は
、
「伊
勢
太
神
宮
与

熊

野

権
現
同
体
」
説
が
あ

つ
た
こ
と
を
示
す
が
、

そ
の
否
定
意
見
と
し
て
、

伊
勢
の
私
幣
を
禁
断
し
、
仏
事
を
忌
み
琿
る
風
に
対
し
、
熊
野
の
民
庶

を
嫌
わ
ず
、

継
徒
を
容
受
す
る
風
は
相
違
す

る
と
記
す
。
熊
野
三
山
の

組
織
は
、
検
校

・
別
当
等

の
僧
職
の
下
に
あ

り
、
三
山
中
新
宮
の
み
に

『親
鶯
伝
絵
』
の
熊
野
不
浄
参
詣
を
め
ぐ
る
諸
問
題

(小

島
)
 

二
二
二
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『
親
鶯
伝
絵
』

の
熊

野
不
浄
参

詣
を
め
ぐ
る
諸

問
題

(小

島
)
 

一
二

四

神
職
が
あ

つ
た
ら
し
い
。

仙
岳
宗
教
に
は
、
聖
域
で
あ
る
山
頂

の
神

々
の
世
界
に
入
る
に
、
厳

重
な
罪
繊
の
解
除
と
潔
斎
が
あ

つ
た
。
熊
野
詣
に
お
い
て
も
、
熊
野
精

進
と
呼
ば
れ
る
厳
重
な
精
進
潔
斎
が
な
さ
れ
て
い
た
。
旅
立
つ
前
に
は

精
進
屋

に
忌
み
籠
り
、
魚
味
を
食
せ
ず
、
喫
祓
が
続
け
ら
れ
、
道
中
で

は
多
数

の
王
子
神
を
路
次
に
拝
し
て
垢
離

・
奉
幣

・
読
経
に
よ
る
精
進

を
重
ね
、
高
ま
り
つ
つ
あ
る
清
浄
感

の
意
識
を
も

っ
て
深
山
幽
谷
に
分

け
入
り
、
本
宮
証
誠
殿
に
参
詣
し
た
。
天

仁

二
年

(
一
一
〇
九
)
中
御

門
宗
忠

は
熊
野
詣
に
旅
立

つ
た
。
宗
忠
は
二
十
歳

の
と
き
、
熊
野
詣
を

企
て
た
が
、
犬
の
死
繊
の
た
め
断
念
し
、
そ

の
後
も
計
画
し
た
が
、
同

じ
く
触
繊

の
た
め
果
さ
ず
、
以
来
二
十
八
年
を
経
て
よ
う
や
く
実
現
し

た
の
で
あ
る
。
当
時
の
熊
野
詣
に
お
け
る
不
浄
禁
忌
の
厳
重
さ
が
う
か

が
え
る
。

し
か
る
に
、
平
安
末
期
頃
か
ら
不
浄
禁
忌
緩
和
の
記
録

が

み

ら

れ

る
。
『
兵
範
記
』
嘉
応
元
年

(
一
一
六
九
)
六
月
十
三
日
条

に
は
、
後
白

河
上
皇

は
忌
服
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
熊
野
精
進
屋
に
入
御
し
た
。

こ
れ
は
先
達
覚
讃
の
説
に
基
づ
く
こ
と
で
あ

つ
た
が
、
筆
・者
自
身

は
不

審
な
こ
と
と
思

つ
た
と
記
す
こ
と
。
『吉
記
』
承
安
四
年

(
一
一
七
四
)

九
月
十

五
日
条
に
、
後
白
河
上
皇

の
熊
野
先
達
定
宗
が
死
械
の
た
め
忌

服
中
の
者
の
熊
野
参
詣
に
つ
い
て
、
道
中
に
除
服
す
れ
ば
よ
い
か
ら
揮

る
こ
と
は
な
い
と
指
示
し
た
と
記
す

こ
と
。
『
吉
記
』
安
元

二
年

(
一

一
七
六
)
六
月
十

一
日
条
に
、
こ
の
日
は
院
中
稜
に
よ
り
宮
中
祭
祀

が

延
引
さ
れ
た
の
に
、
新
熊
野
の
神
事
は
延
引
さ
れ
な
か

つ
た
。
こ
れ
は

本
山

の
例
に
准
じ
た
こ
と
で
あ
る
と
記
す
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
種
々
の

違
例
は
先
達
の
意
見
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ

つ
た
。
先
達
覚
讃
は

『
古
今

著
聞
集
』
に

「
先
達

の
山
伏
な
り
、
那
智
千

日
行
者
、
大
峰
数
度

の
先

達
」
と
み
え
、
御
幸
供
奉
二
十
度
に
及
び
、

熊
野
検
校
、

三
井
寺
長
吏

に
補
せ
ら
れ
た
人
物

で
あ
る
。
先
(達
定
宗
は
京
都
中
山
に
房
を
構
え
、

徳
行
を
多
く
積
ん
だ
阿
閣
梨
で
あ

つ
た
。
こ

の
道

の
権
威
者
で
あ
る
先

達
の
意
見
に
不
服
と
い
え
ど
も
、

こ
れ
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の

で
あ
る
。
先
達

は
山
林
料
撒

の
験
者
で
、
山
棲
み
の
念
仏
行
者

「
聖
」

の
性
質
と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ

つ
た
。
当
然
な
こ
と
に
先
達
が
普
及

さ
せ
た
熊
野
信
仰
は
、
浄
土
信
仰
を
伴
う
も

の
で
あ

つ
た
。
専
修
念
仏

者
が
社
参
に
汚
樵
不
浄
を
揮
ら
な
か

つ
た
有
様
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

浄
土
教
の
中
世
的
展
開
に
伴

つ
て
禁
忌
緩
和
が
主
張
さ
れ
た
こ
と
と
思

わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
山
岳
信
仰
に
共
通
す
る
基
盤
が
禁
忌
緩
和

・
寛
容
と
な
つ

た
と
思
う
。
『諸
神
本
懐
集
』
は
、
阿
刀
千
世
な
る
猟
師
が

一
匹

の
熊

を
(射
殺
し
た
と
こ
ろ
、
殺
さ
れ
た
熊
は
三
つ
の
月
輪
と
し

て

化

現

し

た
。

こ
れ
が
熊
野
三
所
の
起
源
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
縁

起

を

記

す
。

こ
の
縁
起
は
す
で
に

『
長
寛
勘
文
』
に
収
め
る

「熊
野
権
現
御
垂

迩
縁
起
」
に
み
え
る
か
ら
、
比
較
的
早
く
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
狩
猟

者
が
神
を
発
見
し
た
り
、
開
基
と
な

っ
た
り
す
る
話

は
、
立
山

・
大
山

等
山
岳
信
仰
に
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
。
山

の
神
を
祀
る
の
は
狩
猟
者

-726-



で
あ
り
、
狩
と
い
う
殺
生
は
神
々
に
蟄
を
取
る
と
い
う
名
目
で
正
当
化

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
諸
社
禁
忌
』
に
記
す
畿
内
諸
社

の
中
、

山
の
神
で
あ
る
熊
野

・
吉
野
金
峯
山
に
は
肉
食

に
つ
い
て
の
禁
忌
が
な

い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
熊
野
に
お
い
て
は
産
薇
三
十
三
日
、
重
服

一
年

の
ほ
か
さ
し
た
る
禁
忌
を
課
す
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

二
遍
は
熊
野
証
誠
殿
に
お
い
て
、
「信
不
信
を
え
ら
ば

ず
、
浄
不
浄

を
き
ら
わ
ず
、
そ

の
札
を
く
ぼ
る
べ
し
」
と
い
う
神
託
を
う
け
て
、
賦

算
の
承
認
を
得
た
。
『
親
驚
伝
絵
』
の
不
浄
参
詣
は
こ
の
時
衆
の
話

を

基
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
す
で
に
平
安
末
期
よ
り
熊
野
に
お
い

て
禁
忌
の
緩
和

・
寛
容
が
あ

つ
た
わ

け

で
、
「
浄
不
浄
を
き
ら
わ
」
な

い
参
詣
は

一
遍
以
前
に
始
ま
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

四

以
上
の
熊
野
に
お
け
る
禁
忌

の
緩
和

・
寛
容
と
い
う
側
面

に
対
し
、

伝
統
的
な
禁
忌

の
重
視

・
強
化
と
い
う
側
面
を
、
熊
野
と
同
じ
く
本
地

に
阿
弥
陀
仏
を
配
当
し
た
石
清
水
八
幡
を
事
例
と
し
て

み

て

い
く
。

『
八
幡
愚
童
訓
』
乙
本
は
鎌
倉
末
期

の
も
の
で
、
八
幡
信
仰
を
阿
弥
陀

信
仰
に
結
び
つ
け
、
宗
教
的
根
拠
を
明
示
し
よ
う
と
す
る

も

の

で

あ

る
。
こ
の
書

の

「受
戒
事
」
に
、
八
幡
神
は
本
来
戒
律
を
重
視
さ
れ
る

の
で
、
八
幡
神
を
信
仰
す
る
者
は
当
然
持
戒
す
べ
き
で
あ

つ
て
、
持
戒

に
よ
つ
て
悪
が
規
制
さ
れ
る
。
「
不
浄
事
」
に
、
八
幡
神
は
仏
法

為

先

で
あ

つ
て
、
神
供
に
は
肉
食

の
も

の
を
用
い
ず
、
精
進
供
を
納
受
さ
れ

る
と
記
す
。

こ
こ
に
お
い
て
は
、
精
進
供
は
不
浄
行
為
す
な
わ
ち
悪
を

慎
む
こ
と
で
、
不
浄
行
為
は
持
戒
に
よ

つ
て
避
け
ら
れ
る
と
い
つ
て
い

る
の
で
あ
る
。
『
諸
社
禁
忌
』
に
お
け
る
鹿
食

の
禁
忌
日
数
が
石

清

水

の
場
合
も

つ
と
も
長
期
に
わ
た

つ
て
い
る
の
は
、
精
進
神

の
主
張
が
重

視
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
後
半
の
石
清
水

に
は
、
東
大
寺
戒
壇
院

や
西
大
寺

の
律
僧
達

の
進
出
が
み
ら
れ
る
か
ら
、
禁
忌
の
重
視
に
は
戒

律
(尊
重
が
絡
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
弘

安

八
年

(
一
二
五
八
)
の

文
書
で
は
、
汚
薇
不
浄

の
者
の
社
参
を
禁
止
す
る
。

こ
こ
で
対
象
と
な

つ
た
の
は

「
黒
衣
不
可
説
修
行
者
の
類
」
で
あ

つ
た
か
ら
、
石
清
水
に

お
け
る
鎌
倉
旧
仏
教

の
受
容
の
反
面
、
新
仏
教

の
忌
避
の
状
況
が
う
か

が
え
る
。

結
論
的
に
は
、
触
繊

に
対
す
る
禁
忌
観
念
が
時
代
と
と
も
に
強
化
さ

れ
て
い
る
中
世
共
同
体

の
中
、
禁
忌
否
定

へ
向

つ
た
の
は
鎌
倉
浄
土
教

で
あ
り
、
中
世
神
祇
の
中
に
も
禁
忌
緩
和

・
寛
容
が
あ

つ
た
と
い
え
よ

う
。1

 
村
山
修

一
『本
地
垂
 
』
参
照
。

2
 
宮
地
直

一
『熊
野
三
山
の
史
的
研
究
』
、和
歌
森
太
郎

『修
験
道
史
研

究
』
、
五
来
重
編

『吉
野

・
熊
野
信
仰
の
研
究
』
、新
城
常
三

『社
寺
参
詣

の
社
会
経
済
史
的
研
究
』
参
照
。

3
 
柴
田
実

『中
世
庶
民
信
仰
の
研
究
』
、池
見
澄
隆

『中
世
の
精
神
世
界

-
死
と
救
済
』
参
照
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
 
本
地
垂
迩
、
熊
野
参
詣
、
不
浄
禁
忌(同
朋
大
学
講
師
)

『
親
驚
伝
絵
』

の
熊

野
不
浄
参
詣
を

め
ぐ
る
諸
問
題

(小

島
)
 

二

一
五
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